
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店

　

組
合
は
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
大
崎
町

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
『
品
川

夢
さ
ん
橋
』
や
横
浜
市
で
行
わ
れ

た
『
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
大
感
謝

祭
』
な
ど
に
出
店
し
、
町
内
の
特

産
物
な
ど
を
販
売
。
ク
イ
ズ
な
ど

売
り
方
を
工
夫
し
、『
大
崎
フ
ァ

ン
』を
多
数
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。

事
業
者
間
で
コ
ラ
ボ
商
品
開
発

　

新
た
な
特
産
品
と
し
て
、
組
合

が
招
聘
し
た
シ
ェ
フ
の
手
に
よ
り

作
り
あ
げ
た
、
町
内
産
マ
ン
ゴ
ー

を
使
用
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
、
町

内
産
の
南
高
梅
を
使
用
し
た
梅
酒

等
を
開
発
。

　

組
合
員
の
新
規
取
引
創
出
を
促

進
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

繋
が
り
が
生
ん
だ
新
し
い
動
き

　

組
合
設
立
に
よ
り
、
事
業
者
同

士
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。

　

町
内
に
は
加
工
原
料
に
さ
つ
ま

い
も
を
使
用
す
る
業
者
が
多
数
存

在
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
加
工
の
た

び
に
発
生
す
る
芋
の
廃は

い

き

ざ

ん

さ

棄
残
渣
は

業
者
に
有
料
で
回
収
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

　

酒
造
会
社
の
天
星
酒
造
㈱
で

は
、
組
合
設
立
に
よ
り
、
事
業
者

同
士
の
繋
が
り
を
生
か
し
、
廃
棄

す
る
芋
を
町
内
の
黒
豚
農
家
で
あ

る
小
野
フ
ァ
ー
ム
に
無
償
提
供
す

る
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
組
み

　

コ
ロ
ナ
禍
で
売
上
が
減
少
し
た

生
産
者
や
事
業
者
が
多
く
い
る

中
、
組
合
で
は
、
地
域
内
経
済
循

環
を
目
指
し
、
錦
江
町
の
事
業
者

有
志
と
コ
ラ
ボ
し
た
特
産
品
の
共

同
販
売
会
を
企
画
。

　

大
崎
町
と
錦
江
町
で
１
回
ず
つ

開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
無
い
特
産
品

を
相
互
に
出
張
販
売
し
た
と
こ
ろ

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
者
同
士
の
繋
が
り
が
町
内

に
留
ま
ら
ず
、
町
外
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特

産
品
販
売
も
今
後
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

I N T E R V I E W

　大崎町の凄いところは、自治体様・
事業者様が相互の利害関係なく一つの
目標に対して一丸となって全力で取り
組むことが出来る「チーム力」だと感
じます。それを象徴するのが、『大崎町
ふるさと特産品振興事業協同組合』の
発足ですよね。全国の自治体様と比べ
てみてもこれほどまでに事業者様間が
協力し合って、ふるさと納税に取り組
んでいる町は知りうる限りないです！

◀
廃
棄
す
る
芋
を
小
野
フ
ァ
ー
ム
の
小
野
さ
ん
（
右
）
に
渡
す

　

天
星
酒
造
㈱
の
髙
屋
（
左
）
さ
ん

▲昨年の品川夢さん橋の様子

◀ 町内産の梅
を使用した
梅酒『紡ぐ』

町内産マン▶
ゴーの特製
ジェラート

▶
大
崎
町
で
開
催
さ
れ
た

　

特
産
品
フ
ェ
ア
の
様
子

◀
錦
江
町
で
開
催
さ
れ
た

　

特
産
品
フ
ェ
ア
の
様
子
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